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（１）検討委員会について 

愛甲石田駅周辺まちづくり基本構想の策定にあたっては、市の附属機関である「厚木市

愛甲石田駅周辺まちづくり検討委員会」を計５回開催し、まちの現況と課題を踏まえた、

まちづくりの方向性について検討を進めてきました。 

 
ア 経過 

 

  

    

５ 参考資料 
   

開催日 案件 

第１回 令和３年 11 月 22 日（月）  

・案件(1)委員会規則及び委員長等の選出について 

・案件(2)会議等の公開に関する要綱等について 

・案件(3)委員会の目的について 

・案件(4)愛甲石田駅周辺のまちづくりについて 

・案件(5)今後のスケジュールについて            

第２回 
令和 4 年 2 月 4 日（金） 

※書面開催 

・案件(1)基本構想の範囲等について 

・案件(2)まちづくりの分野別の方向性について 

第３回 
令和 4 年 3 月 15 日（火） 

※書面開催 
・案件(1)駅周辺の将来像について 

第４回 令和 4 年 6 月 13 日（月） 

・案件(1)まちづくりの手法や時期別の取組、今後の進め方に 

ついて 

・案件(2)提言書案について 

第５回 令和 4 年 8 月 17 日（水） ・案件(1)提言書について 
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イ 委員名簿 
 
No 役 職 所  属 氏 名 種 別 

1 委員長 東海大学建築都市学部土木工学科 教授 梶田
か じ た

 佳孝
よ し た か

 学識経験者 

2 副委員長 
愛甲宮前自治会 会長 

(南毛利南地区自治会連絡協議会 会長)  
田部井
た べ い

 俊
しゅん

平
ぺ い

 
関係団体の 

代表 

3 委員 宿愛甲自治会 会長  髙
た か

橋
は し

 茂
しげる

 
関係団体の 

代表 

4 委員 コープ野村自治会 会長  上津原
う え つ は ら

 研
け ん

介
す け

 
関係団体の 

代表 

5 委員 宿愛甲商工振興会 会長  橋本
は し も と

 靖
や す

博
ひ ろ

 
関係団体の 

代表 

6 委員 上愛甲商工会 会長  菱山
ひ し や ま

 昭宏
あ き ひ ろ

 
関係団体の 

代表 

7 委員 
国土交通省 関東地方整備局 

横浜国道事務所 調査課長 

三浦
み う ら

 淳
じ ゅ ん

(R4.4～) 
関係行政 

機関 
山崎
や ま さ き

 敦
あ つ

広
ひ ろ

(～R4.3) 

8 委員 
神奈川県 厚木土木事務所  

道路維持課長 
松田
ま つ だ

 英
え い

介
す け

 
関係行政 

機関 

9 委員 
小田急電鉄㈱ まちづくり事業本部 

エリア事業創造部課長 
西村
に し む ら

 靖生
や す お

 交通事業者 

10 委員 神奈川中央交通㈱ 運輸計画部課長  佐藤
さ と う

 勝
しょう

太
た

 交通事業者 

11 委員 タクシー厚木施設会 会長 渡辺
わ た な べ

 要
かなめ

 交通事業者 

12 委員 市民 浅野
あ さ の

 敦子
あ つ こ

 公募市民 

13 委員 市民 竹内
た け う ち

 輝明
て る あ き

 公募市民 

14 委員 市民 釼持
け ん も ち

 三春
み つ は る

 公募市民 

 

  

【任期】令和３年 11 月 22 日から令和４年 10 月 31 日まで 

 

 

敬称略 
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ウ 提言書 

 令和 4 年 9 月 15 日に検討委員会から市へ提言書が提出されました。 
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＜厚木市＞ 

■神奈川県の計画 ■市全体の計画 

ア  厚木都市計画都市計画区域の整備、開

発及び保全の方針（平成 28年 11 月） 

ウ 都市計画マスタープラン  

（令和３年３月） 

エ コンパクト・プラス・ネットワーク 

推進計画（令和３年３月） 

イ  厚木都市計画都市再開発の方針 

(平成 28 年 11 月) オ 交通マスタープラン 

（令和３年３月）  

等 

（２）上位・関連計画 

愛甲石田駅及びその周辺の位置付けを把握するため、土地利用に係る次の上位・関連計画を

整理しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ア 厚木都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
 （平成28年11月 神奈川県） 

●土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

・ 本厚木駅周辺地区の一極集中型から分散型の拠点をもつ都市構造の形成を図るため、愛甲

石田駅周辺地区を「副都市中心拠点」として位置付け、計画的な都市基盤整備を進めなが

ら、都市機能の充実を図る。 

・ 愛甲石田駅周辺商業地を始めとするその他の地区については、土地の中密度利用を図る。 

●都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

・ 本厚木駅及び愛甲石田駅においては、多数の企業進出による従業員の利用増加等が予想さ

れることから、将来需要を勘案しつつ、必要に応じて駅前広場や交通広場の機能拡充、企

業バス発着場を整備。 

●市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 

・ おおむね 10 年以内に実施予定の主要な事業として「愛甲石田駅南口地区（市街地再開発

事業、土地区画整理事業）」を位置付け。 

 

イ  厚木都市計画 都市再開発の方針（平成 28年 11月 神奈川県） 
 

・ 愛甲石田駅周辺地区は、一号市街地に位置付

けられ、「副都市中心拠点として、商業業務機

能の導入を図るとともに、交通機能の拡充を

図るため駅前広場を整備する。」とされている。

そのうち、駅南口周辺地区（約 4.9ha）は、要

整備地区に位置付けられている。 

  

都市再開発の方針図 
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ウ 都市計画マスタープラン（令和３年３月） 
（ア）全体構想 
・ 将来都市構造において、愛甲石田駅周辺は、

都市機能集積のメリットをいかしたにぎわ

いの創出、生活利便性の向上及び産業の活

性化を図るため、「都市拠点」に位置付け。 

・ 愛甲石田駅周辺では、地域住民の生活を支

えるとともに、産業・地域交流拠点に近接す

る地域特性をいかした働く人の交流・滞留

機能を有する都市拠点を形成。また、地域の

生活を支える商業・業務等の都市機能の集

積と、駅へのアクセス性を高める周辺道路

整備や快適で円滑な乗り換えが可能となる

交通結節機能の充実を図る。 

 

 

 

 

（イ）地域別構想：南毛利地域 

●適切な土地利用の誘導  

【愛甲石田駅周辺（都市拠点）】 

・ 産業・地域交流拠点に近接する地域特性を

いかし、働く人の交流・滞留機能を高める

とともに、地域の生活を支える生活利便施

設の誘導や、市街地再開発事業等により、

商業・業務機能の充実した市街地を形成。 

・ 周辺の産業・地域交流拠点の整備や都市拠

点の形成等による利用者の増加が見込ま

れることから、駅舎の改修を促進するとと

もに、路線バス、タクシー及び自家用車の

利便性やアクセス性の向上のため、北口駅

前広場の拡張や愛甲宮前交差点の改良等、

交通環境を改善。 

●交通利便性の向上 

・ 小田急小田原線を挟んだ東西の移動のし

やすさの確保を図る。 

●緑の保全・整備 

・ 愛甲石田駅周辺は、緑化重点地区として、

市民、事業者、行政等が連携して緑化を進

める。 

将来都市構造図 

土地利用図 
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エ コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画（令和３年３月） 
（ア） 都市機能誘導区域 
＜愛甲石田駅周辺の都市機能誘導区域＞ 

 愛甲石田駅から徒歩圏（半径 800m）におおむね収まるように設定 

【交通利便性】 

 伊勢原市の立地適正化計画と整合【まちづくりとの整合性】 

 

都市機能誘導区域（愛甲石田駅周辺） 
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 （イ） 必要な施設（都市機能誘導施設） 

 愛甲石田駅周辺については、駅利用者が増加することを踏まえ、公共交通と連動した

駅前広場の整備・充実とともに、駅利用者や周辺住民の利便性を向上するための商業

機能等を誘導するものとする。 

   

 各区域において維持・誘導する施設 

誘導区域 分類 誘導施設の設定 維持 誘導 

本厚木駅周辺 

（都市中心拠点） 

行政機能 市庁舎 ○ ― 

介護福祉機能 

医療機能 

保健福祉センター ○ ― 

地域医療支援病院 ○ ― 

商業機能 大規模小売店舗（3,000 ㎡以上） ○ ○ 

子育て機能 子育て支援センター ○ ― 

教育・文化機能 

図書館 ○ ― 

科学館 ○ ― 

市民交流施設 ○ ― 

市民ホール ― ○ 

大学・短期大学・専門学校・専修学校 

（サテライトキャンパスを含む。） 
○ ○ 

愛甲石田駅周辺 
（都市拠点） 

商業機能 大規模小売店舗（1,000 ㎡以上） ― ○ 

教育・文化機能 
大学・短期大学・専門学校・専修学校 

（サテライトキャンパスを含む。） 
― ○ 

 

 

（ウ）都市機能に関する取組 
＜愛甲石田駅周辺（都市拠点）＞ 

 利用者の増加が見込まれる愛甲石田駅周辺については、駅周辺において地域を支える

商業等の都市機能の誘導を図り、鉄道利用者が通勤・通学時に立ち寄れる施設を増や

すことで、駅利用者や周辺住民にとって魅力ある環境の形成を目指す。 

 また、公共交通に関する施策と連動し、鉄道駅とバス待ち空間との連動性を高め、駅

へのアクセス性の向上を図ることで交通結節点としての機能を高める。 

 

（エ） 都市機能誘導に関する施策 
 ＜愛甲石田駅周辺市街地の利便性向上＞ 

 愛甲石田駅は通勤者の利用が多く、今後、周辺の土地区画整理事業に伴う企業立地が

見込まれることから、乗降客数が更に増加することが予想される。 

 そのなかで、愛甲石田駅の駅前広場の拡充や周辺整備が計画されており、交通利便性

を高めながら、都市拠点にふさわしい駅前空間が形成され、にぎわいを生み出すこと

が期待される。 

 したがって、交通結節点としての機能強化や、駅利用者や周辺住民の利便性を向上す

るための施設誘導を図る。 
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オ 交通マスタープラン （令和３年３月） 
＜愛甲石田駅周辺（都市拠点）＞ 

 愛甲石田駅においては、「路線バス、タクシーだけでなく、企業送迎バスや自家用車に

よる送迎も含めた各乗降場所等を鉄道駅周辺に効率的に配置し、それぞれの交通モー

ドがスムーズに機能する環境を整備します。」とされている。 

 

（ア）定時性及び速達性が確保された快適な路線バスサービスの提供 
 駅までのバス路線の維持及び強化として、市道愛甲長谷線等の放射道路の主要なバス

路線について、路線バスの定時性、速達性及び快適性の向上についてバス事業者等と

連携を図る。 

 連節バスの新規路線導入による輸送力の増強として、愛甲石田駅から森の里までを候

補路線とする。 

 

（イ）愛甲石田駅周辺における交通環境の改善 

ａ 駅利用者の需要に対応した利用しやすい駅舎への改修 
 朝夕のピーク時は、今後も周辺の開発等による駅利用者の増加が想定されることか

ら、ホームへの昇降設備の増設や、改札口の増設等を鉄道事業者と連携して整備す

る。 

 更なる利便性及び快適性の高い駅とするために、駅舎拡張等について検討を進める。 

ｂ 各車両の需要に見合うスペースを含めた駅前広場の拡張 
 駅前広場における路線バス、タクシー、自家用車等の錯綜を改善するため、各車両の

需要に見合う乗降スペースを含めた北口駅前広場の拡張整備を進める。 

ｃ 駅周辺の歩行空間の整備 
 駅周辺の歩行者の混雑解消と安全性を確保するため歩行空間の整備を進める。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

効果的な道路ネットワークに必要な整備路線 
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（３）アンケート調査結果 

愛甲石田駅やその周辺のまちづくりに関する満足度や重要度を把握するため、在住者と

駅利用者を対象にアンケート調査を実施しました。 

調査項目及び結果の概要は次のとおりです。 

 

ア 愛甲石田駅周辺の交通環境に関するアンケート調査結果 
（ア） 調査概要 

 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

目的 ・愛甲石田駅やその周辺の交通環境等に関する満足度・重要度等の把握 

対象 
・愛甲石田駅周辺（伊勢原市含む）

に在住の 15 歳以上の男女 
・駅利用者（在住者以外） 

方法 
・郵送により配布、回収 

（無作為抽出） 
・駅周辺での手渡し 

期間 ・平成 30 年 9 月上旬～10 月中旬 ・平成 30 年 9 月下旬～11 月上旬 

回収 
状況 

・配布数：1300 通 

・回収数：411 通 

・回収率：31.6％ 

・配布数：1300 通 

・回収数：231 通 

・回収率：17.2％ 

 

（イ） 回答者属性 
 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

年齢 

  

職業 

  

  
※円グラフの（）は回答数 
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 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

主に利
用する
出口 

  

利用 
頻度 

  

主な交
通手段
（駅前
又は駅
から
の） 

  

利用 
目的 

  

 

89

109

34

112

163

15
4

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180 187

8 5 19 23
13

4
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

(人) (人) 

※円グラフの（）は回答数 



 

- 73 - 

（ウ） 結果概要 

a 満足度・重要度 

設問 愛甲石田駅やその周辺の現在の満足度と今後の重要度について教えてください。 

   ※以下の各項目について満足度、重要度を５点満点で評価 

項目 

Ａ 

道
路
・
交
通 

１ 

道
路
等 

ア 愛甲宮前交差点の自動車での通行（安全性、混雑等）  

イ 国道 246 号・酒井長谷線の歩行空間（幅員、バリアフリー等） 

ウ 南口交通広場前の道路の歩行空間（幅員、バリアフリー等） 

エ 生活道路の自動車での通行（安全性、混雑等） 

オ 生活道路の歩行空間（幅員、バリアフリー等）  

カ 駅南側の踏切の通行（安全性、混雑等）  

キ 公共交通（路線バス）の利便性（台数、乗車時間等） 

ク 公共交通（タクシー）の利便性（台数、乗車時間等） 

２ 

駅
舎 

ケ 朝ピーク時の上り線側ホームや階段の通行（安全性、混雑等） 

コ 朝ピーク時の下り線側ホームや階段の通行（安全性、混雑等） 

サ 朝ピーク時の改札口の通行（安全性、混雑等） 

シ 改札口付近の待合せ空間  

ス 飲食店等の商業施設  

３ 

駅
前
広
場
・
交
通
広
場 

セ 駅前広場・交通広場への自動車でのアクセス 

ソ 路線バス乗降場の利便性（位置、広さ等） 

タ タクシー乗降場の利便性（位置、広さ等） 

チ 一般車乗降場の利便性（位置、広さ、台数等） 

ツ 一般車の走行マナー 

テ 歩行空間（幅員、バリアフリー等） 

ト 待合せ、休憩、イベント等を開催できる空間、広場  

ナ 緑や景観 

Ｂ 

土
地
利
用
・
建
物
利
用 

ニ  飲食店、カフェ 

ヌ 食品や日用品を購入できる店舗 

ネ 宿泊施設（ホテル、旅館等） 

ノ サービス施設（銀行、病院、保育施設、介護施設等） 

ハ 公園、広場  

ヒ 公共施設（図書館、生涯学習施設、子育て支援施設等） 

フ 駐車場 

ヘ 駐輪場 
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（a） 満足度が高い項目（満足度の回答のうち、5点と 4点の合計が多い項目） 

※（）は回答割合 

 

（ｂ） 満足度が低い項目（満足度の回答のうち、2点と 1点の合計が多い項目） 

※（）は回答割合 

 

（c） 重要度が高い項目（重要度の回答のうち、5点と 4点の合計が多い項目） 
 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・愛甲宮前交差点の自動車
での通行（70％） 

・一般車乗降場の利便性 
（69％） 

・生活道路の自動車での 
通行（68％） 

北
口 

・一般車乗降場の利便性 
（74％） 

・愛甲宮前交差点の自動車
での通行（73％） 

・駅前広場・交通広場への
自動車でのアクセス 

（70％） 

南
口 

・駅南側の踏切の通行 
（83％） 

・生活道路の歩行空間 
（74％） 

・生活道路の自動車での 
通行（73％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・朝ピーク時の改札口の 
通行（68％） 

・朝ピーク時の下り線側 
ホームや階段の通行 

（62％） 

・生活道路の歩行空間 
（59％） 

北
口 

・朝ピーク時の改札口の 
通行（66％） 

・朝ピーク時の下り線側 
ホームや階段の通行 

（62％） 

・愛甲宮前交差点の自動車
での通行（56％） 

南
口 

・朝ピーク時の改札口の 
通行（71％） 

・生活道路の歩行空間（67％） 
・食品や日用品を購入できる店舗（67％） 

※（）は回答割合 

 

 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・国道 246 号・酒井長谷線
の歩行空間（31％） 

・路線バス乗降場の利便性
（30％） 

・（駅前広場の）歩行空間
（25％） 

北
口 

・国道 246 号・酒井長谷線
の歩行空間（34％） 

・路線バス乗降場の利便性 
（33％） 

・（駅前広場の）歩行空間
（26％） 

南
口 

・国道 246 号・酒井長谷線
の歩行空間（33％） 

・路線バス乗降場の利便性
（31％） 

・南口交通広場前の道路の 
歩行空間（27％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・路線バス乗降場の利便性
（29％） 

・（駅前広場の）歩行空間
（28％） 

・国道 246 号・酒井長谷線
の歩行空間（25％） 

北
口 

・（駅前広場の）歩行空間
（31％） 

・路線バス乗降場の利便性
（24％） 

・国道 246 号・酒井長谷線の
歩行空間（23％） 

南
口 

・南口交通広場前の道路の 
歩行空間（41％） 

・路線バス乗降場の利便性
（39％） 

・国道 246 号・酒井長谷線の
歩行空間（29％） 

・緑や景観（29％） 

 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・食品や日用品を購入でき
る店舗（67％） 

・駅南側の踏切の通行
（65％） 

・一般車乗降場の利便性
（64％） 

北
口 

・一般車乗降場の利便性
（70％） 

・食品や日用品を購入でき
る店舗（69％） 

・駅南側の踏切の通行
（65％） 

南
口 

・駅南側の踏切の通行
（78％） 

・食品や日用品を購入でき
る店舗（73％） 

・一般車乗降場の利便性
（67％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・朝ピーク時の改札口の通
行（63％） 

・食品や日用品を購入できる店舗（58％） 
・飲食店、カフェ（58％） 

北
口 

・朝ピーク時の改札口の通
行（61％） 

・飲食店、カフェ（54％） 
・食品や日用品を購入できる店舗（54％） 

南
口 

・駅南側の踏切の通行（65％） 
・朝ピーク時の改札口の通行（65％） 

・食品や日用品を購入でき
る店舗（64％） 
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イ 愛甲石田駅周辺のまちづくりに関するアンケート調査結果 
（ア） 調査概要 

 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

目的 ・愛甲石田駅やその周辺のまちづくりに関する満足度・重要度等の把握 

対象 
・愛甲石田駅周辺（伊勢原市含ま

ず）に在住の 15 歳以上の男女 
・駅利用者（在住者以外） 

方法 
・郵送により配布、回収 

（無作為抽出） 

・駅周辺で手渡し及び駅周辺企業への 

郵送により配布、回収 

期間 ・令和 2 年 10 月 5 日～10 月 19 日 ・令和 2 年 10 月 4 日～10 月 19 日 

回収 
状況 

・配布数：1300 通 

・回収数：507 通 

・回収率：39.0％ 

・配布数：1724 通 

・回収数：415 通 

・回収率：24.1％ 

 

（イ） 回答者属性 
 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

年齢 

  

職業 

 
 

  ※円グラフの（）は回答数 
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 在住者アンケート 駅利用者アンケート 

主に利
用する
出口 

  

利用 
頻度 

  

主な交
通手段
（駅ま
で又は
駅から
の） 

  

利用 
目的 

    

 

 

 

(人) 

(人) 

※円グラフの（）は回答数 
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（ウ） 結果概要 
 

a 満足度・重要度 

設問 愛甲石田駅やその周辺の現在の満足度と今後の重要度について教えてください。 

   ※以下の各項目について満足度、重要度を５点満点で評価 

項目 

土
地
利
用
、
周
辺
施
設 

ア 駅前の商業施設や店舗の立地状況(業種や構成等) 

イ 公園や広場・オープンスペースの状況 

ウ 行政サービス施設の状況(市役所連絡所、図書館等) 

エ 医療・福祉・子育て関連施設の状況(保育所・幼稚園、医療施設、福祉介護関連施設等) 

オ 生活関連サービス施設の状況(銀行、郵便局、コインランドリー、クリーニング屋等) 

自
然
、
景
観 

カ 駅周辺の緑（駅前広場の植栽、道路の街路樹等） 

キ 駅周辺の街並み景観 

ク 駅付近からの大山の眺望等の景観 

防
災 

ケ 駅周辺の避難場所 

コ 災害時の帰宅困難者向け一時滞在スペース 

サ 地域での防災体制、防災訓練 

 
（a） 満足度が高い項目（満足度の回答のうち、5点と 4点の合計が多い項目） 

※（）は回答割合 

  

 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・駅付近からの大山の眺望
等の景観（27％） 

・駅周辺の緑（駅前広場の 
植栽、道路の街路樹等）

（25％） 

・生活関連サービス施設の 
状況(銀行、郵便局等)

（23％） 

北
口 

・駅周辺の緑（駅前広場の 
植栽、道路の街路樹等）

（30％） 

・駅付近からの大山の眺望
等の景観（29％） 

・生活関連サービス施設の 
状況(銀行、郵便局等)

（24％） 

南
口 

・生活関連サービス施設の
状況(銀行、郵便局等) 

（29％） 

・駅付近からの大山の眺望 
等の景観（25％） 

・行政サービス施設の状況 
(市役所連絡所、図書館等)

（23％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・駅付近からの大山の眺望 
等の景観（39％） 

・駅周辺の緑（駅前広場の 
植栽、道路の街路樹等）

（38％） 

・駅周辺の街並み景観 
（29％） 

北
口 

・駅付近からの大山の眺望 
等の景観（41％） 

・駅周辺の緑（駅前広場の 
植栽、道路の街路樹等）

（41％） 

・駅周辺の街並み景観
（32％） 

南
口 

・駅付近からの大山の眺望 
等の景観（38％） 

・生活関連サービス施設の 
状況(銀行、郵便局等)

（35％） 

・駅周辺の緑（駅前広場の植 
栽、道路の街路樹等） 

（35％） 
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（ｂ） 満足度が低い項目（満足度の回答のうち、2点と 1点の合計が多い項目） 

※（）は回答割合 

 

 

（c） 重要度が高い項目（重要度の回答のうち、5点と 4点の合計が多い項目） 
 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等)  

（71％） 

・生活関連サービス施設の
状況(銀行、郵便局等)  

（63％） 

・駅周辺の避難場所 
（61％） 

北
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等)  

（80％） 

・生活関連サービス施設の
状況(銀行、郵便局等)  

（69％） 

・駅周辺の避難場所（64％） 
・災害時の帰宅困難者向け

一時滞在スペース 
（64％） 

南
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等)  

（70％） 

・生活関連サービス施設の状況(銀行、郵便局等) （66％） 
・駅周辺の避難場所（66％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・駅前の商業施設や店舗の 
立地状況(業種や構成等)  

（75％） 

・災害時の帰宅困難者向け 
一時滞在スペース 

（63％） 

・駅周辺の避難場所 
（62％） 

北
口 

・駅前の商業施設や店舗の 
立地状況(業種や構成等)  

（77％） 

・災害時の帰宅困難者向け 
一時滞在スペース 

（65％） 

・駅周辺の避難場所 
（64％） 

南
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等)  

（77％） 

・行政サービス施設の状況 
(市役所連絡所、図書館等)  

（63％） 

・駅周辺の避難場 
（62％） 

※（）は回答割合 

  

 １位 ２位 ３位 

在
住
者 

全
体 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（63％） 

・公園や広場・オープンス 
ペースの状況（50％） 

・災害時の帰宅困難者向け
一時滞在スペース 

（41％） 

北
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（68％） 

・公園や広場・オープンス
ペースの状況（51％） 

・災害時の帰宅困難者向け
一時滞在スペース 

（47％） 

南
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（67％） 

・公園や広場・オープンス
ペースの状況（60％） 

・行政サービス施設の状況
(市役所連絡所、図書館等) 

（51％） 

駅
利
用
者 

全
体 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（63％） 

・公園や広場・オープンス
ペースの状況（37％） 

・行政サービス施設の状況
(市役所連絡所、図書館等) 

（36％） 

北
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（63％） 

・公園や広場・オープンス
ペースの状況（33％） 

・災害時の帰宅困難者向け
一時滞在スペース 

（33％） 

南
口 

・駅前の商業施設や店舗の
立地状況(業種や構成等) 

（67％） 

・行政サービス施設の状況
(市役所連絡所、図書館等) 

（55％） 

・公園や広場・オープンス
ペースの状況（49％） 
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b なって欲しいまちのイメージ 

設問 愛甲石田駅周辺の将来なって欲しいまちのイメージを、該当すると思う番号すべてに○    

をつけてください。 
※以下の各項目の中から選択。複数回答可。 

 

項目 

１．鉄道の乗降、バスの乗換え・乗継ぎ・待合時間が便利で快適なまち 

２．駅前広場や、駅周辺の道路（車道、歩道）が整備されたまち 

３．地域の生活を支えるスーパー等の店舗が集まるまち 

４．商業施設が多く、賑わいのあるまち 

５．地域コミュニティ活動ができるような公園・広場等があるまち 

６．福祉・医療・子育て等に関する施設が充実したまち 

７．マンション等の集合住宅を中心とした多くの人が住むまち 

８．オフィスビル、事務所などが立地する働く人が集まるまち (働きやすいまち) 

９．玉川やその周辺の田園環境、大山などの自然と都市が共存するまち 

１０．防犯・防災対策が充実した安心、安全なまち 

１１．今のままでいい 

１２．この中にはない 

 

  １位 ２位 ３位 

在

住

者 

全
体 

鉄道の乗降、バスの乗換え・
乗継ぎ・待合時間が便利で快
適なまち（61％） 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（56％） 

駅前広場や、駅周辺の道路
（車道、歩道）が整備された
まち（56％） 

北
口 

鉄道の乗降、バスの乗換え・
乗継ぎ・待合時間が便利で快
適なまち（66％） 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（60％） 

駅前広場や、駅周辺の道路
（車道、歩道）が整備された
まち（59％） 
防犯・防災対策が充実した安
心、安全なまち（59％） 

南
口 

駅前広場や、駅周辺の道路（車道、歩道）が整備されたまち
（60％） 
防犯・防災対策が充実した安心、安全なまち（60％） 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（57％） 

駅

利

用

者 

全
体 

鉄道の乗降、バスの乗換え・
乗継ぎ・待合時間が便利で快
適なまち（62％） 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（50％） 

駅前広場や、駅周辺の道路
（車道、歩道）が整備された
まち（49％） 

北
口 

鉄道の乗降、バスの乗換え・
乗継ぎ・待合時間が便利で快
適なまち（69％） 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（51％） 

駅前広場や、駅周辺の道路
（車道、歩道）が整備された
まち（50％） 

南
口 

地域の生活を支えるスーパー
等の店舗が集まるまち
（54％） 

玉川やその周辺の田園環境、大山等の自然と都市が共存する
まち（53％） 
防犯・防災対策が充実した安心、安全なまち（53％） 

※（）は回答割合 

※複数回答のため、合計は 100％にならない。 

 
 



 

- 80 - 

ｃ 愛甲石田駅やその周辺で必要だと思うもの 
設問 愛甲石田駅やその周辺で必要だと思うものについて、あてはまるもの全ての番号に○を 

つけてください。 

※以下の各項目の中から選択。複数回答可。 

 

項目 

１．市役所出張所 

２．公民館 

３．図書館 

４．地域包括支援センター 

５．子育て支援センター 

６．保健センター 

７．老人センター、老人憩の家 

８．公園、広場 

９．災害時の一時滞在場所 

10．ホール 

11．イベントスペース 

12．駐輪場 

13．駐車場 

14．病院、診療所 

15．保育所、幼稚園 

16．介護施設 

17．郵便局 

18．銀行 

19．スーパーなどの食料品店 

20．日用品店 

21．コンビニ 

22．生活サービス施設（クリーニング屋等） 

23．喫茶店、カフェ 

24．飲食店 

25．居酒屋 

26．衣料品店、靴店 

27．家電量販店 

28．その他物販店 

29．デパート 

30．大型商業施設 

31．スポーツ施設 

32．娯楽施設（パチンコ、カラオケ、ゲームセ
ンター等） 

33．ホテル、ウィークリーマンション 

34．レンタルオフィス、会議室 

  

 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

在

住

者 

全
体 

スーパーなどの
食料品店
（65％） 

駐車場（50％） 
喫茶店、カフェ
（46％） 

銀行（45％） 
災害時の一時滞在
場所（45％） 

北
口 

スーパーなどの
食料品店
（64％） 

駐車場（51％） 
喫茶店、カフェ
（49％） 

銀行（46％） 
災害時の一時滞在 
場所（45％） 

南
口 

スーパーなどの
食料品店
（76％） 

喫茶店、カフェ
（55％） 

郵便局（49％）、銀行（49％）、飲食店（49％） 

駅

利

用

者 

全
体 

スーパーなどの
食料品店
（57％） 

喫茶店、カフェ
（47％） 

災害時の一時滞
在場所（40％） 

飲食店（39％） 銀行（32％） 

北
口 

スーパーなどの
食料品店
（57％） 

喫茶店、カフェ
（45％） 

災害時の一時滞
在場所（41％） 

飲食店（40％） 日用品店（33％） 

南
口 

スーパーなどの
食料品店
（64％） 

喫茶店、カフェ
（55％） 

飲食店（41％） 銀行（40％） 
災害時の一時滞在
場所（39％） 

※（）は回答割合 

※複数回答のため、合計は 100％にならない。 
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ｄ 今後のまちづくりについて 
設問 愛甲石田駅周辺のまちづくりを進めることについてお考えを教えてください。 

 
在住者アンケート 駅利用者アンケート 

  

 

  

※円グラフの（）は回答数 
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（４）用語の解説 

頭文字 用 語 解 説 

あ 一号市街地 都市再開発法に基づき指定される、計画的な再開発を行うことにより都

市全体の機能の回復、向上に貢献することとなる市街地。 

駅勢圏 鉄道の駅を中心として、その駅に集散する旅客などの輸送需要の発生が

期待される地域範囲。 

か 狭あい道路 一般的に幅員が４ｍ未満の狭い道路。 

グリーンインフラ 自然環境が有する多様な機能をインフラ整備に活用するという考え方。 

交通結節点 異なる交通手段(場合によっては同じ交通手段)を相互に連絡する乗り換

え・乗り継ぎ施設。鉄道駅や路面電車などの軌道駅、バスターミナルな

ど。 

コンパクト・プラ
ス・ネットワーク 

居住と医療・福祉・商業といった生活する上で必要なサービスを提供す

る施設を公共交通（ネットワーク）と連携しながら、コンパクトに集積

するまちづくり。 

さ 市街地再開発事業 市街地内の、土地利用の細分化や老朽化した木造建築物の密集、十分な

公共施設がないなどの都市機能の低下がみられる地域において、土地の

合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図ることを目的とする、

都市再開発法に基づく建築物及び建築敷地、公共施設の整備に関する事

業。 

人口集中地区 原則として人口密度が１km2 当たり 4,000 人以上の基本単位区などが市

区町村の境域内で互いに隣接して、それらの隣接した地域の人口が国勢

調査時に 5,000 人以上を有する地域。 

生産緑地地区 市街化区域内において緑地機能及び多目的保留地機能の優れた農地等を

計画的に保全し、良好な都市環境の形成に資することを目的として定め

る農地。 

た 
 

地区計画 それぞれの地区の特性にふさわしい良好な環境をつくるため、建築物の

用途、形態等に関する制限や、道路、公園等の配置などについて、きめ

細かく定める計画。 

超小型モビリティ 自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽な

移動の足となる 1 人～2 人乗り程度の車両。 

都市機能 医療・社会福祉・教育文化・子育て支援など、都市の生活を支える機能。 

都市機能誘導区域 医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集

約することにより、これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域。 

都市基盤 
 

一般的に道路・街路、鉄道、河川、上下水道、エネルギー供給施設、通

信施設などの生活・産業基盤や学校、病院、公園などの公共施設。 

都市計画基礎調査 都市計画法第６条に「おおむね５年ごとに実施」するものと規定されて

おり、都市政策の企画・立案及び都市計画の運用に資するため、土地利

用現況・建物現況・都市施設・市街地整備の状況などについて調査し、

都市の現況及び動向を把握するもの。 

都市計画道路 都市の骨格を形成し、安全・安心な市民生活と機能的な都市活動を確保

する、都市交通における最も基幹的な都市施設として都市計画法に基づ

き計画された道路。 

土地区画整理事業 都市計画区域内で公共施設の整備改善及び宅地の利用の増進を図るため

に行われる、土地区画整理法に基づく土地の区画形質の変更及び公共施

設の新設又は変更に関する事業。 
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頭文字 用 語 解 説 

な 二項再開発促進地
区 

都市再開発法に基づき指定される、計画的な再開発が必要な市街地（一

号市街地）のうち、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべ

き相当規模の地区。 

本市においては本厚木駅周辺などで指定されている。 

ま 面的整備 市街地再開発事業や土地区画整理事業等のような、一定の区域を一体的

に整備する手法。 

や ユニバーサル 
デザイン 

「全ての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障害の有無などに関わ

らず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるようにデザインす

ること。 

要整備地区 一号市街地のうち、特に早急に市街地再開発事業等により土地の合理的

な高度利用と市街地の環境改善を行うことが望ましい地区等。 

用途地域 
 

都市計画法に基づく地域地区の一種で、目指すべき市街地像に応じて用

途別に分類される 13 種類の都市計画の総称。 

ら 立地適正化計画 住宅及び医療施設、福祉施設、商業施設その他の居住に関連する施設の

立地の適正化に関する計画。居住誘導区域（居住を誘導すべき区域）・都

市機能誘導区域（居住に関連する施設の立地を誘導すべき区域）を記載

する。 
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